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はじめに

水分保持曲線
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測定困難

一体何？分かっていない。

Xhα −≈θ

広範囲（特に低圧）の水分保持曲線の評価

•植物のしおれ点付近
•乾燥地帯
•凍結地帯

⇒⇒ 低圧も知りたい！低圧も知りたい！

の管理

低圧



目的

従来法とWP法で様々な土の

広範囲の水分保持曲線を評価

低圧の水分保持メカニズム
について考える！
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試料と方法
ガラスビーズ

表面に細孔を持つ
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圧力圧力（Pa)

0

lnwR T P
M P
ρ ⎛ ⎞

Ψ = × ⎜ ⎟
⎝ ⎠

WP法

Pa

℃

試
料

水滴

冷冷

T0

T0T

T

P

P0

飽和水蒸気圧飽和水蒸気圧



結果
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乾燥密度の違い (ρb)

吸水・脱水過程の違い

熊本熊本
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乾燥密度：0.55
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土の保水⇒毛管力＋表面力

ファンデルワールス力
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低圧
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吸引法・加圧板法・WP法によって

広範囲の水分保持曲線を評価できた！

低圧の水分保持メカニズム
が分かった！

まとめ

・乾燥密度の影響

・機器と測定法の評価

・ほとんどの土⇒表面力で水を保持

・粘土や表面に小さな細孔を持つ土
毛管力の効果もプラス！

VV
表面力表面力水

表面力表面力 毛管力毛管力

水


